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【問合先】消防署消防係☎②3499

　近年、市外の医療機関への救急搬送が半数近くとなっていることなどから、救急車の1回あたりの出動
時間が延伸している状況にあります。
　また、救急車は、急病や大けがなどで一刻も早く病院へ搬送しなければならない人のために利用いただ
く緊急車両ですが、残念なことにタクシー代わりのように利用されるケースも見受けられます。
　三笠市消防署では救急車を２台配備していますが、救急要請が重なり2台とも出動すると、次の救急要
請を受けても、すぐに出動できずに対応が遅くなります。
　このため、本当に救急車を必要とする方への出動が遅れ、救うことのできる命が救えなくなる恐れがあ
りますので、救急車の適正な利用についてご理解をお願いします。

令和元年 救急出動状況
　令和元年中の救急出動件数は546件で前年より50件減少、搬送人員は501
人で前年より35人減少しました。
　65歳以上の高齢者の搬送は394人で、全搬送人員の約8割を占めています。

こんな時は
迷わず救急車を
呼びましょう

●顔半分が動きにくい、しびれる
●笑うと口や顔の片方がゆがむ
●ろれつがまわりにくい
●見える範囲が狭くなる
●周りが二重に見える

顔

●突然のしびれ
●突然、片方の腕や足に
力が入らなくなる

●突然の激しい頭痛
●突然の高熱
●急にふらつき立っていられない

●突然の激痛
●急な息切れ、呼吸困難
●旅行などの後に痛み出した
●痛む場所が移動する

胸や
背中

●突然の激しい腹痛
●血を吐く

おなか

頭

手・足

意識の障害 ●意識がない（返事がない）、または、
　おかしい（もうろうとしている） 吐き気 ●冷や汗を伴うような強い吐き気

けいれん ●けいれんが止まらない 飲み込み ●物をのどにつまらせた

けが・やけど ●大量の出血を伴うけが
●広範囲のやけど 事故 ●交通事故や転落、転倒で強い衝撃

　を受けた

　高齢者は自覚症状が出にくい場合
もありますので、注意しましょう。

救急車は適正に
ご利用ください

本当に救急車が必要ですか？救急車の適正利用にご理解を！
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救急車が搬送する
医療機関について

　救急車は、最寄りの病院へ搬送することが前提であり、三笠市では傷病者を市立三笠総合病院へ搬送する
ことが基本となります。
　しかし、傷病者の状況に応じて、傷病者や家族などから「かかりつけの病院」に関する情報を受けて、その
病院と傷病者の受け入れの調整を行うこともあります。
　例えば、市外に「かかりつけの病院」がある場合、傷病者の受け入れを調整します。しかし、受診している診
療科以外の症状や病院の事情で受け入れていただけないこともありますので、この場合、まずは市立三笠総
合病院へ受け入れを確認します。
　なお、症状などによっては市立三笠総合病院での受け入れが困難な場合もありますので、その際には、救
急隊が傷病者や家族の同意を得て、市外の受け入れ可能な病院を選定して搬送することになります。

医療機関搬送までの
基本体系

救急車要請

救急車出動

傷病者の観察・処置
傷病者情報の確認

搬送先医療機関
南空知圏域（三笠市・岩見沢市・美唄市の医療機関）

市外の医療機関を
選定して搬送

市立三笠総合病院に
搬送

かかりつけの病院に
搬送

かかりつけの病院が
ない場合

市立三笠総合病院に
受け入れを確認

OK OKNO

NO

かかりつけの病院が
ある場合

かかりつけの病院に
受け入れを確認

　このように救急隊は、傷病者の「かかりつけ
の病院」の情報をもとに対処ができる受け入
れ可能な病院を選定して傷病者を救急搬送し
ており、「かかりつけの病院」があっても傷病
者の症状やその時の病院の状況により、ほか
の病院に搬送する場合があることをご理解願
います。




